
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。 

 平素は月の輪学院の施設運営に対し、ご理解ご支援を賜り心より感謝申し上げます。 

 早いもので、元号が令和に変わって４年目となりました。 

どこの施設の職員も同じだと思い、また当たり前のことだと思うのですが、月の輪学院の職員は

皆、入所している児童のことを一番に考えてくれています。それは、この子ども達を幸せにするため

にはどのように支援をするのが良いか、また、笑顔を見せてもらうためには、行事の企画をどうすれ

ばよいのかなどです。 

今年度新たに立ち上げた委員会があります。「ワーキング委員会」という名称ですが、若手職員５

人で構成されています。これは、多くの職員が施設運営に携わり、興味を持つために設置し、施設内

業務やあり方等について話し合いを行うことを目的とし、メンバーの選出については各ユニットよ

り１名（主任主査、リーダーを除く）メンバーを選出し、毎回の会議にリーダーがファシリテーター

として参加し進行するものです。 

 

これまで、今年度中に検討し実現していきたいテーマを複数提案してもらい、毎月１回委員会を開

催しテーマに沿って検討していきますが、ユニットリーダーが月替わりで司会・進行・取りまとめを

行っています。一方、取りまとめられた意見はユニットリーダーが集まる合同会議で協議され、決定

されたものを職員会議で周知し実施していく流れになっています。 

 合同会議で協議され、採用されない場合もあり、その場合にはワーキング委員会にて不採用の理由

が報告され、再度検討となっていきます。 

 検討されたテーマを紹介すると 

1．スマートフォン（携帯電話）の所持、利用について 

2．衣類の自己選択について 

3．入所児童が学院外の児童と遊ぶことについて 

4．利用児童のユニットを超えた交流について 

5．職員間の交流について（風通しの良い職場環境） 

 

検討をする場合の一番の方針は、どのようにすれば実現できるのかを考え、 

できない理由ばかりを考えないということです。こうして、職員はどうすれば 

実現でき、子ども達が喜んでくれるのかを前向きに考えてくれています。若い 

職員もベテラン職員も一丸となって児童を支援していきます。 

 

本年も月の輪学院へのご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

月 の 輪 学 院 

施設長  太田卓哉 
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子ども達に職員へ聞いてみたいことを考えて

もらいました！ 

○○さんにこれを聞きたい、と一生懸命考えて

くれたので、おもしろ（？）回答をご紹介しま

す♪ 

子ども達から職員へ 

質問コーナー！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各ユニットから施設長と厨房さんにも質問を募集したところ、たくさん集まったのでたっぷりご紹介します♪ 

 

 



 

 

 

  

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

第３回 好きなメニュー総選挙 

今、月の輪の子ども・職員達に一番人気があるメニューは何か？！ 
８つのメニューから一番好きなものに投票してもらいました。 
結果を、大発表します！ 
  

結果速報 

みんな大好き！ 
王道のカレーライス！ 
子どもだけでなく、職員からの人気も高かったです。 
 

機関紙担当は１位と予想していましたが
（からあげ大好き）、カレー人気に押され
第２位でした。 
 

手作りのミートソース

が美味しいと職員票を

集めました 

 

サンドイッチ人気も根強く、小中学生の子たちから

票が入っていました。 

 

カレーライスが圧倒的な票を獲得し第１位でした。 

１位になったカレーライスは２月のお誕生日会の

スペシャルメニューになる予定です♪ 

 

第２位１５票 からあげ 

第３位 １２票 サンドイッチ 

第５位 ４票 ハンバーグ／グラタン 第４位 ５票 ミートソーススパゲティ 

第１位！１９票  カレーライス 

第７位 ３票 エビフライ／オムライス 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つきのわクリスマス～２０２１～ 

クリスマスイラストコンテストを開催しました！ 

 

子ども達は、 

○サンタクロース部門 

○ツリー部門 

○クリスマスケーキ部門 

 

から自分でどの部門にするか選んでイラストを描

いてくれました。 

 

厳正なる審査の結果選ばれた「理事長賞」と「施設

長賞」をご紹介します！ 

 

１２月は皆で一緒に楽しむイベント目白押し！ 

･･･のはずなのですが、コロナの影響で長時間「全員一緒に」というわけにいかず、もちつき大会、クリスマス

会共に、ユニットごとに分かれできる限り少人数で行いました。 

 

理事長賞 
 

クリスマスケーキ部門より 

 

＜もちつき大会＞ 

２ユニットずつ入れ替え制で、２つの臼を使って餅つきを楽しみました。 

ユニットごとにかけ声を決めて、他の子がおもちをついているときにはその

掛け声で応援！ 

「え？これ、かけ声いける？」というようなおもしろかけ声が多くありまし

たが、子どもたちは楽しんでいました。 

 おもちを丸めるのはそれぞれのユニットに戻

り、自分の食べるおもちは自分で丸めました。 

真剣な眼差しで丸めている子や、上手に丸めら

れると「みて～！」と周りに自慢している子な

ど、それぞれに楽しんでいました。 

 
＜クリスマス会＞ 

事前に撮影・編集した動画をユニットごとに交流

ホールのプロジェクターを使って大きな映像で鑑

賞しました。 

そのあと、ビンゴ大会をして、サンタクロースか

らプレゼントをもらい、大はしゃぎ。 

クリスマスは、数ある行事の中でも子ども達が特

に楽しみにしているので、今年も行うことができ

て良かったです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設長賞 
 
サンタクロース部門より 

 

クリスマスケーキ部門より 

 

ツリー部門より 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対コロナウイルス 月の輪学院の取り組み 

長い間、世界中を混乱に陥れている「新型コロナウイルス感染症」･･･ 

月の輪学院も集団生活の場のため、職員はクラスターが起こらないよう、細心の注意を払い日々支援を行っ

ています。 

取り組みの一部をご紹介したいと思います。 

①起床時の検温 

②通園・通学・外出時等のマスク着用の徹底 

③帰院時の手指の消毒 

④食事の前の手洗い・消毒 

⑤ドアノブなどの定時消毒 

⑥（職員の）出勤時の検温 

⑦来客への検温および体調の確認 

⑧緊急事態宣言・まん防発令時の外出・外泊の自粛要請      など 

 

 

 

基本的な予防方法「病原体を持ち込まない」「病原体を持ち出さない」「病原体を拡げない」をしっかりと

行うことを意識しています。 

その他、万が一クラスターが発生してしまった場合の対応方法を検討したり、感染症・食中毒予防委員会

を作り、職員一丸となって予防に取り組んでいます。 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会が開催する「社会福祉 HERO’S（ヒーローズ）」プレゼンターに

エントリーしましたが、１次選考で落選･･･ 

残念な結果になりましたが、またチャレンジしたいと思います！ 

そして、月の輪ヒーローズたちがプレゼンしたかった熱い思いを少しだけご紹介します！ 

トホホ   なニュース 

「社会福祉 HERO’S」とは･･･ 

「社会福祉の世界をもっとオープンに。社会福祉の世界をもっと身近に。」するべく作られたコミュ

ニティサイト「ひとりひとりが社会福祉HERO’S」。その中で、未来の社会福祉の世界を作ってい

く若手スタッフによるスピーチコンテスト。 

 

 

 
Ｑ．「社会福祉の現場で実践している挑戦は？」 

Ａ．月の輪学院では家庭的な環境で過ごせるよう、大舎制ではなく６つのユニットに分かれて生活して

います。子どもたちが退所するときに「入所した施設が月の輪学院でよかった」と少しでも思って

もらえるよう、楽しく過ごしてもらう工夫を日々、試行錯誤しています。 

子どもたちとの普段の関わりの中で冗談を言い合ったり、調理体験やお楽しみ会などのイベントを

したり、時にはぶつかり合いながら仲を深めています。 

今後もより、家庭的で楽しいと感じられる施設づくりが出来るよう努めていきます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○機関紙担当より○ 

お世話になっております。 

2022 年が始まりました。今回の機関紙は、いつもとは少し 

テイストが違っていて、ブログでも紹介していないような情 

報を中心にしてみました。 

明るく楽しい職員と子ども達で月の輪学院は今年も笑顔いっ 

ぱいで１年を過ごせると思います。 

コロナなんかに負けないぞー！👊 

 

 

月の輪学院 

寝屋川市仁和寺本町 2 丁目３－３ 

TEL 072-826-0619 

ＨＰ http://tsuki-no-wa.com/ 

当施設を支えていただき、ありがとうございます。     

令和３年７月～令和 3 年１２月 ※順不同 

 

【鈴木基金】設立のお知らせ 

 過去に月の輪学院でボランティアとして入所児童の支援にご協力くださっていた方が「月の

輪学院の子ども達のために使って欲しい」という遺言を残され、ご遺族から多額のご寄附をい

ただきました。 

 法人として、感謝の気持ちを込めて、また将来にわたり継承していくために「鈴木基金」（通

称）と名付け、基金を設立する運びとなりました。 

この基金では、入所児童が１８歳になり月の輪学院を卒院して社会に旅立ち、新たな生活を

はじめることを応援するための資金として活用していきたいと思っています。 

基金へのご協力をよろしくお願い致します。 

 

 

 

毎週金曜日に 

ブログも元気 

いっぱい更新中です！ 

○門真市 Ｉ様（アイス、プリン、お菓子等） 

○矢野燿大後援会 様（マスク） 

○株式会社 エス・トラスト 様（マスク） 

○株式会社 ユーアイプラチナ 様（卓球台） 

○一般社団法人 生命保険協会 様（洗濯機） 

○株式会社 万代 様（クリスマスプレゼント購入費） 

○一般社団法人 日本出版クラブ 様（図書） 

○日本レッグニット卸商協同組合 様（靴下） 

○餃子の雪松 様（餃子） 

○大阪本場青果卸売協同組合 様（みかん） 

 

寄附・ご寄贈をいただきありがとうございます。 

寄 

付 

・ 

寄 

贈 


